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林 木 種 子 發 芽 低 率 の 原 因

Causc of the low germinating percent in foreet tree seeds

田 島 正 弘

Masahiro TAJIMA

1. 緒 ･ 言
l

林木桂子は農作物桂子に比して一般に発芽率低く

本多博士(1)は林木種子の発芽率の低Vl原因に就て 弓

Il】は受精の不売声なる烏旺珠を欠如するカミ叉は肪

珠が発芽舘に枯死するもの 【2】は母樹の老幼齢な

るか又は病的のもの出光粒を産すること多 く 【3】tt

は開花期に於はる天険の不頂 【4】は種子寄生蜂の

多 きこと 亡5】は線種よD岩床迄の時日長をこと

等に依るものなDと述べてゐる｡ 亦 小山技師【9)は

ス草桂子は泣粒を合有する量の多少に依L)て水選の

横位を異にすると述べてゐる｡ 更に外山技師く7)は

スギ桂子の発芽率は一般に低 く,その理由は主とし

て批粒 (不稔性)の多いことに基因L,挿大に依り

均砥された系統に多Vl傾向があると述べてゐる｡そ

の他林木種子の発芽低率に関しての研究は少V,様で

ある O.

聾者は秋田営林局在職中発芽吟定に際し発芽終了

後の切断試験を石仏たる結果より･林木種子の発芽低

t率の原因に放て桟察し得た2,3の事項に就て述べん

とするものである｡ l

容共鼓を行ふに当少多大の御指導御援助を賜Dた

る当時の秋田営林局造林課長宮崎怜士に謹卑て感謝

の意を表する｡虎実験の大部分は秋田営林局唐金田

幸次,石井ケイ両氏の協力を得で完了した もので声己

,して厚 く御乱申上げる｡

2.･試 験 方 法

【1】 試 料

各蛍林署依短の昭和18年秋季採取の案芽検定用桂

子にして,スギ33,ケヤキ7,カラマツ,二七アカ

シャ各乳 アカマツ,クpiッ17キグミ各1,合計

4=7,の試料に依った ｡ .

⊂2】 試験期間qL

･昭和19年1月22日よD同年3月10日迄の約59日間

【･3】 試臨方法 .′

発芽試験の方法は新田営林局 (林業試験場の方法

と同じ)に放て加太種子鑑定を行ふ場合の発芽軒殴

方法に準接した｡即ち試料を厳密に平均に採 り,管

林署別,梯種別に各500粒宛を発芽皿.K並べ,発芽

皿は素焼長方形 (縦24×培19J<深3cm)の皿にして

内部は種子が100粒宛5列計 500粒並ぶ如 く区劃 し

た凹みを有する,種子を並べた皿は水を巌 しろ,,･ッ

I.に入れた.水は蒸発皿の底部 より僅かに内部に泣

透 し橿子の発芽を促進する.か くしてスギ,ケヤキr

クPFツ,.アカマツは23oC,カラマツ,アキグ ミ,

三七アカシャは260ci),恒温器に置vlた｡

･ ケヤキ li:4:日間浸水,6-10oCに1O日間放冷後

23oCに16時間,5oCに8時間の変温をなしたOアキ

グ.ミは恒温のものと上記の変温のみのものとの雨着-

を比較した/.

一定の期間 (35-42日間)を経るも倍発芽せざる

ものは切断試験に依D,次の分封 に従仏英の薮を記入

したe

､､(a)未発芽粒 健塾にして発芽の見込確実なるも

の,即ち普通の発芽検定には未発芽粒数の2/3を正

確な健全粒と見倣 L実際発芽数に加へて発芽率を算∫

定 してゐ各が,本実験に於伊る発芽率は未発芽紐を

除いた実際牽芽数を以て示し養｡

.(d)不要芽粒 擁放せるか又色沢形質に位か死粒

と認め得るもの｡

(C)硬粒 マメ科植物等の種子に見る如 く吸水ぜ

ざるもの

(d)駈粒 スギ壱重子等t,t見る所の俗にヤケ種 と宿 -

L内容は圃指按の物質にて充満 し居るもの0

(e)批粒 内容基虚なるもの｡

(f)虫害粒 桂子内に幼虫が居D又は脱出孔のあ.

aJもの｡

3. 試験結果及び考察

【1】 スギ桂子p

スギ桂子牽芽試験の結果を総括すれば 第1,2表の

如 くにして,25.0-35.0%階の萄芽率を有するもの

18試料で重体の過年数を占めZF均蟹芽率は33.3%で

＼
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与i㌻
ある｡大IiE2年以降同14年に至る13ケ年間に富D農I
･林省林業試験場に於て鑑定せる平均頚芽率 (3)は31.9

% にして,本成績と大体に於て一致する｡最低は藤

琴営林署の15･4%,最高は米沢軍林署の65･0%であ

る｡

-他の大部分は置床後66日間を荘過せるも萄芽せざ し

ろものにして･末輩芽準,不整芽粒'泣粒,虫等粒 ､

等 これである｡か＼ゝる欠点種子に依クスギ種子の守

芽が着 く低い原因を恵L'てゐる｡

即ち末牽芽埠は0･1-5･0%階のもの甲試料め大多

数を占め,季 均未蚤芽率は畠･5% にして着 く低い｡

最任は本荘営林署第2銃及び第3窮の0.6%,最高 一

は五城目営林署第1牧の11.6%であってその率は比

硬的低い,前述の如く未牽芽粒は健垂にして費芽砕 ･

茸 と見倣されるものであるか ら切断試験に俵 か腫及
←ナ-I

び柴養縫紋を具有して居れば未盈芽粒となD,長 く

置床すれば当然聾芽するものである｡

第1表 スギ梅子蚤芽試験捻結未

⊂註〕配分された数字は試料の数を示す

第豆安 スギ桂子の種顎別平均及ひ最高,最偲値

か ゝる未牽芽粒の牽芽遅延は圧の活′九 桂皮の梼

三豊,隣部の特性等に依D吸水力に差異あるに依る｡

即ち同一日に置床 し同一温度を輿-たるスギ桂子d

蟹芽せるものと,末だ萄芽せざるものとの含水率を

比較するに(13)蓉芽時の種子の平均含水率98.3%,未

萄芽種子の平均含水率44.9%である｡未牽芽種子は

委芽時香水率の由1/2であって,近藤博きく2)は ･

Buchingcr.Forschum..Tashjall.Hucber.Pam-

mcr･ffafekost, 佐藤氏及び障士自身の成賃より種

子の水分吸収力は種子の重要なる特性にして,作物

の種類及び品程に依Dて具 わ,吸収力の大なる種子

の作物は早 く要芽生育L,草書及び凍害に抵抗強い

と述べてゐる厨から見ても水分の吸収劣る馬電芽が

混在するものと恩はれる｡ ､

吸水力の少き原因は種子そのもの 野ゝ性にも依る

が,熟度に依存することが大きV,感こ恩はれるC紫

雲英及びニセフカシャ荏子に於て熟度の大なる程水!

分を容易に吸収せざる硬粒の多きことは近藤博士(.=)

及び筆者等く12)の成績よむ明かなる朗である｡か もる /

厨からスギ碍子に鮒 ろ未萄芽粒は熟度大なる烏水

分の吸収容易でなく蚤芽 も亦退廷するものと思はれ

る｡

不安芽粒は5.0-10･0%階のもの20試料にして,

大部分を占め平均不牽芽率は10,1%にして相当高い

轟を声 してゐる.最低は湯沢営林署第1既の20%,ヽ
最高は能代営林署の30′0%である｡か ゝる不要芽種

子が適当な温度と損気とを輿へられるにも不拘登芽

せず外面徴にお性はれて腐放 し叉は内賓変色腐敗す

るのは未熟の馬にして,不要芽種子の広は各部分共

t弓形成されてゐるが,倍電青の途中にある馬組織偉

固ならざるに依ると恩はれる｡未熟種子の牽芽不良

なる原因に就いては Eidd及び Westは(2)自芥子

及び薪豆に裁て研究し,その結果未熟の時は種皮は

何生きて屑 D,比較的厚 く且つ其内側には皮膜を有

する薦 Olが外部よD圧に達する等を遮断するのみ

な らず種反が生きてゐるが馬途中にて 02を奪蔽す

るO更に種子の内部で作 られたtOZtが容易に外部に

出づること能はす,か く′瓦斯交換の､状態が悪 くなる

名草芽L待なくなると述べてゐ右｡スギ桂子に炎 L々

も同株の関係があD,加去るに種皮の健固ならざる

各級が牽生 し府政するもあと思惟される｡一

蹴粒は0･1-5･0%階のもの27試料の大多数を占め

平均批率は2･8% にして著 しく低い,最低は湯沢営 ′/

林署の第4艶,米沢営林署第1窮の0%,最高は角

館営林署第2班の8.2% であるOこの原因に関し外

山良師佃 は開花時の天浜 は 千は授精率に喝係する

ことは想像され得るが,●更に挿木によD成立 い5:母

樹は多 くは虞正極具少 く且つその種子は他の系統よ
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Dも紐粒が多い傾向があると述べてゐる｡然しその

率は伍めて少くして数芽低率の主原因ではない｡

虫官粒は0.1-5.0%借りもの27試料の大多数を占『l
め平均虫宅率は1.4%にして短 く僅少であるO全然

虫害粒を有しないものが6試料あり,虫寄粒を有す

るものも5.0%以下である｡寄生昆虫はスキクネバ

チ(S)にして(ll) 4- 5月頃野化した成虫は幼具を求

めて啓子1瞳に対 し1侶宛産卵するか ら被富 も僅少

なるは当然である｡

駐粒はスギ桂 子の肇芽低率の最大原因をなしてぬ

るもので4=0,0-60.0%階のもの23試料の大多数藍二占

め,平均温率は44.2%にして著 しく高いG最低は米

沢営林署第 2嘘の24:0%,最高は栄内沢営森署の62.

の%であるC,.
ヽ

濃粒と豊芽率との関係は第1因の如くにしてその

相関係数 ry=-0･62士0･f31で負の欝係孝示 してゐ!
る,相調としては余 D高 くな111が,､一般に造粒の多

いものは蟹芽率著 しく低vlo

淀粒の原因に裁ては,その詳細は不明なるも′,T､沢

技手(ll)も述べてゐる如 く母位内に合有せられる樹

脂の多少 と密雲な田係を看するものと思はれる｡母

校内に合有せ,BkL'る樹脂の多少は立地の詔因子にも

依るが潰齢に依存すること大であるO今試料:-'':3に託

て老齢天然木 (偶数150年前後)よb採取せる種子と

批齢造林木よD採取せるもの 平ゝ均監率は前著50.5

%,後者43.1%にして天然木のものは造林木種子に

比L7%泣率が多 く,老齢なる程多 くなる校であや｡

質_し造林木に於ても5〇%以上の淀率を有するものが

食

･卦

卑

iF∃L<

あるのは立地催件や品霞問差異に依るものと思惟さ

れるが詳細は億不明である｡･

洗粒は-由特重 く,比重1.08の液中で沈下するも

のを求むれぼ駐粒と然らざ る′も<)とを分けることが

出来ろ,か ゝる見地より冥重の大小と鎧粒の多少と

の関係を見もに,その由関係数はγニー0,17士0.116

にして極めて低 く相関は革みどない,冥重は泣粒の

田子のみならず充実粒,不充実粒等の諸因子の紛合

された ものなる放琴重と泣粒との田尻は筒質でない｡

吏K;これに田聯して実重と曽芽寧(末輩芽粒の2/3

を加へたる晋追撃芽率)との関係は第3表の如 くに

して採取年度に依りて大なる相異が率るo昭和18･
L+

･ 第3表 スギ種子の巽重と怨芽率 との路床 ー

捺毎 度 暦警棒 重 東野極 上相離 数f備考

警 誓 酢 :_芸喜r %35.3 o_.O8士0.ilt8毛管

20.4 ＼§;ー…………計 望 -
芸ト ト…<S I:-≡:…≡喜 15.930.ら

(註)1.蟹芽率は未吏芽粒の2/3を加へたる普通蓉

芽率とす

2.昭和13,12年度の恐芽率比較的高きは試料

採取に際し鎧粒を除去せるに依る

3.結実の豊凶は秋田営林局管内 (秋田;山形)

全体よD判定せしものなi)

拭新番号(孝 終身別)

16年皮は両者の相Eg殆んど

なVl紅も不拘17年には0.52,

14年には0;62の値を示し相

関が高Vl,か るゝ開拓娃結

実の豊,凶が影響するので

はなV,かと思はれる｡18年

は豊作,16年は並作と与して

この両年は何れも放置少き

馬,Bdp係する他因子が実重

を支配する主重婚勺役割を演

じ,17,14年度の凶作には

枇粒多寧篤枇粒の多少は英

重の大小を支配する主要因

子となD相関が高 くなるの

ではなVlか と思惟される｡

尾塩技師(4)は笹子の芙重と
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雪芽率との関係はカラマツ (γ-0.84)ヒノキ(γ-

-0.70)に於七最 も密接に, スギ (γ=0.34=)_これに
I

攻ぎ,カラマツ (γ-0.12)ク.]マツ (γ-0124=)に

於ては,その関係転めて浸いと述べてゐる所か ら見

て,批粒は ヒノキ,サハラ,カラマツに多 く,クTl

マツ,､､アカマツに殆んどないと云ふ小沢技手(ll)及び

一筆著の成績 よDして,一般に枇粒の多い種子は笑重

.と罷芽率との関係が高い傾向があるやうである｡ス

Bギに於ては両者の関係は復籍であるが結実の豊,凶

即ち批粒の多少と関係が究vl,やうである｡

以上各項目に亘って詳細述べた厨であるが,スギ

種子挙芽低率の最大原因を鼓す ものは洗粒にして,

4生.2/Oo/,攻 は不蓉芽粒 10.1%で,未蟹芽粒 3.5,%

枇粒2.8%,虫害粒1.4%で極 く少Vl｡此処で一言せ

ねぼならぬことは,未予芽粒及び不輩芽粒は程子採

取時期とのgg係が深いことであるOを整晃の成熟は最

､初中央部 よD始まわ上執 下郡-と移行し又方位に

依 b異ることは周知の事実℡あるが,これが採取に

当っては同時に行ふ雷,未熟,過熟雨種子の混する

ことは当然である｡更に未熟種子を含むこと多き不

哉芽粒が過熱種子を多く含む未蟹芽粒よ93倍も多

き事茸笹珪異の裂開せざる以前に採取するスギに於

て未熟啓子が多量に含まれることは当然であるO.I

【2】 ケヤギ種子

-ケヤキ種子の杢芽試致結果を総括すれば第4表の

第 4表 ケヤキ種子萄芽試験捻括表
如 くにして5.0

-10.0%階の牽

芽率を有するも

の7試料中4試

料にして最 も多

vlo平均牽芽率

は5.9% にして

著しく低い.良

侍は陰農営林署

の0.6%,最高

は沼野営林署第

1窮の14.6%で

あろJか く茸際

の笥芽率は著し

(_佐V,が普通5'

芽率と稲するも

のは未墾芽粒の

(読)配分された数字は試料の数 2/3を加へ早馬

を示す 43.2% (18.4-

64.0%)の相当

及び最高,最低値
高い値を示 し

第5表ケヤキ種子の種顎別平均 てゐるO

巻芽低率の

･'~Ti即 町 ::';う･:']'昌_し･:;'.l 最 ･J(r:(こ.J.∫さこ

･汀十 :::.I:__:≡::i.:_1三二

26.6…1.2
その偶差 も罰

範囲に亘らて

ゐる｡平均未畿芽率 も56･1%にして著しく高い.最

低は腐臭営林署の26.6%,最高は鶴間営林署の9O.12
-I

%でその較差も3倍余 りに達してゐろ｡

近藤博士〔ミ)に依れば '>~ヤキ種子は措産後一部分

はr～2月にて章芽すれど_も多 くは攻年に互Dて豊

芽する薦章芽は甚だ準滞すると述べてゐる所から見

･てもケti･キ重子の墾芽遅蟹は免れざる厨である0本

検定にも(10･15)浸水,放冷,変温等の操作を茸施した

るに不拘億か ゝる低V,肇芽率夏示す事は更に研究す

-べき問題である｡

琴に不蔓芽粒 も偶差大きく最低は亀岡営 林 署 の

1.2%,最高は山形営林署の23.8%をこして,平均不

哉芽率は15.5%である｡

親粒は章芽低率を来す大きな原因にして偏差大き

く最低は亀岡営林署の2.4_%,最高按 鰐基営林署の

52.4%,平均率21.8%である｡

未事芽粒の多いことは長期間放置すれば大部分婆

芽するものなれば節外とし:不肇芽粒多きは未熟罷

子叉は損傷笹子等の混入に依るものと思はれる｡批

粒は採種方法叉は開花時の天険も授精率に国旗する

が生肇器官の不完全か,不親和に庭も不稔性が大な …

る関係を有するものと思ふOこれ等の点に裁ては定

に究明すべき必要がある｡
■ へ
【3】ニセアカシャ種子

試;tqが少いので確箕考ことは云はれなVlが,讃芽

率は40.3%にして林糞試論場(")に於狩る13ヶ年問の ;

平均牽芽率44.8%よD硝 ミ低い｡

牽穿低率の原因は不番芽粒10.4%,硬粒19･3%であ

る｡近藤捲土(空)に依れば 三七丁カシャの硬粒は死

せ る ものが多tJ,と述べてゐる厨か ら見ても長 く定 ま

1床するも牽芽不能であると思はれるC.硬粒の多少に

就いては結茸の豊凶,熟度との関床が深い枝であっ

て･その詳細は既に牽表した筈(19'であるo

不章芽粒は置尿中畳におけほれて腐敗又は殆んど

腐敗に顕せる桂子にして;未熟その他の原因に伐つI
して圧の活力が弱い馬か,銃に死滅Lhでゐる馬か るゝ

結果に至ったと思はれるが詳細は倍不明-であるo



(41)･･････長野,%立農林専門学校学術報告

･【4】 カラマ1?種子

カラマty,桂子の蟹芽率は26.6%にして林業試験鼓

に於伊る13ヶ年問の平均哉芽率39･0%よE)10%余 b-I

低い,これは豊凶の関係に依るものと思はれる｡

牽芽低率の最大原因は枇粒にして63.4%あD,他

の末輩芽粒,不蟹芽粒,鎧粒,虫害粒は趣 く僅少で

ある｡小沢技手(ll)もカアマツ碍子は通常数十%の●▲
枇嘘を有し,褒芽率を左右すること大であって.結

賃の豊凶に依D差異があると述べてゐる所か ら見て

ち,これが花粉叉は旺裏の不完垂に依るか自家不親
∫

和に依るか,不稔現象(5)の 究 明 は頗る興味ある問

題であるO

其の他末輩芽粒8.6%,不襲芽粒1.1%,淀粒r).1

形,虫害粒(r,XS) (カラマック斉パチ. カラマツヒメ

タネバチ)0･29gにして短 く僅少である｡

⊂5】 アキグミ華 子

アキグミ種子の委芽率は恒温のもの27.4%,変温

の ちの (230(フに16時間,5oCに8時間)45･6%にし:

て変温した もの 蓉ゝ芽率は相当に高い｡未墾芽粒共 へ

変現 した ものは恒温のものよD8-9%少な くなって ､

ゐる,変温によD未聾芽粒は桂子が刺乾されて発芽

を促進し,､不敬芽粒は利紋に依る聾芽促進と底淀に

曝 されることも克 って位の葛生を抑軌し 採敗を防 .,.

止 した薦未墾芽粒及び不要芽粒が少なくなったと思I

はれるo租粒は趣 く僅少にして0･8%であって畿芽 ;

率に影響することが少VIo ､

アキグ ミ種子は試放電芽率よD得苗率が優る点よ

D見て予指及び実況を適当に技配するなら未蓉芽粒

及び不要芽粒を減じ相当の試験管芽率を期待し得 ら

れると思ふ｡

r6】 マツ種子

蟹芽如 ク｡マ如 2.0%.7カマツ90.8%:遥LL′

て林木種子としては最 も高y,部署に入る,費芽低率 -

の原因をなすものは少いが,不蟹芽粒6-7%,未蟹

芽粒2.0%内外,紐粒は嘗無である｡これは採種/調

製時q)破損に依る低下に過ぎないと思ふ.

亡4】 摘 要

(1) 林木種子の蚤芽桧定に際 し丑芽終了後の切断

試験を行払たる結果よD璽芽低率の原因に就いて '

.凝察し 昭和18年度採取の各営林署依損'0林木種

子鑑定用のスギ33,ケヤキ7,_,カラマツ,ニセ7

カーシャ各 軍,＼クt'マツ,7pカマツ,カラマツ各1
合剤4=7ケの試料に依った｡ ,

(2) 桟程恥 営林割 りに各500畢採 り久ギ,ケヤ
∫

キ,アカマツ,クロマツは23oC,カラマツ, 三 七

アカシャ,アキグミは26oCの恒温器に入れ,ケヤ

キ,アキグミは変温を茸施した｡lヽ
(3) 一定期間を経るも費芽ぜざるものは切断試験

'に依D未牽芽粒,不発芽粒,硬粒,鎧粒,虫寄粒

の5;匠に分打た｡

(4) スギ桂子の費芽低率の最大原因は鎧粒にして

卒因44.2%を有 し,次は.不昏芽粒セ10･1%あるO

脚 ま未電穿粒 3･5%,枇粒'2･8%,虫軍粒1･4%で＼
槙 く僅少である｡

(a) 駐粒と哉芽率との閑鼠は0.62の負の相関を有ー

L,一般に鎧粒の多いものは蟹芽率著しく低い｡-.

(b) 鎧粒は老齢天然木よわ採取せる種子に於 て一は

肘齢造林木よ少の桂子よDも多い傾向がある.

(C) 造林木に於ても錠率の多いものがあるの は立ー

地語族件,母樹の特性及び品霞的差異に依るもの

と思惟されろ｡

(d) 鎧粒 と賓重との相関は殆んどない｡

(e) 箕重と畿芽率との関係は年度に依D相当~の開二

きがあ-る｡結葺の豊作年には相関殆んどな く,也

作年には相関大であ･る｡これは枇粒の多少と密接･

な関係があるものと思はれる｡

(i) 不蟹芽粒峠未熟桂子に多い傾向がある琴に息

暴れるOか ゝる種子は脱島健固ならざる薦腐放せi
るものが大部分であるO

(冒) 未畿芽粒は過熱瞳子時多Vl,傾向がある校に息

はれる｡か ゝる桂子は圧の活力,種皮の構造,脚

部の特性に依D吸水力劣る薦なりと思惟される｡

不窒芽粒が未費芽粒よD多き理由は種子採取が完

黙期よLl早巨=こ行はれるに依るーと恩はれ る｡

＼(h) ､枇粒は不稔性に鐸係すること大な りと思惟さ

れるが,番芽率に影響すること槙めて少い｡ ヽ

(5)､ケヤキ種子の肇芽低率の最大原因紘未菅芽粒

にして平均56.1%を有し,次は枇粒で21.8%,不

発芽粒15.5%である｡

(a) 未沓芽粒はケヤキ種子の委芽の特性よD見て,

予指及び変温等の処垣に依り相当汝少され得るも

のと思ふ｡

(b) 枇粒は生嬉串官の不完全か不親和に依る不 稔/
性に大なる関係があると思ふO

l
(6) 占モアカシャ種子の発芽低率の原謁は不発芽

粒にして40.4%を有 し,次は硬粒にして19.3%で

ある｡

(7) .カヲマツ桂子の発芽低率の最大原因は批粒に

して63.4%を宿 し,､攻は未発芽粒で8.6/Oo/,不発

'芽,泣粒,虫害粒は何れ も1.1%以下である｡枇



林木種子発芽低率の原因･-･･(45)

粒は不稔性 と密接な関係があると思はれるO

(8) アキグ ミ種子の発芽率は変温 した ものは廃退

の ものに比 L18.2%擾る,発芽低率の原因は不発

芽粒にある枝である｡.

(9) クtzマツ,アカマツの発芽率は林木稜子中最

1, 本 多 静 六 ;

2, 近 藤 寓 太 郎 _;th'
3, 土 井 .藤 平 ;

4, 石 川 静 ｢ ;

5, 蔑 見 輿 七 ;

6,' 高 橋 於 尾 ;

7, 外 山 三 郎 ;

8,天野宗幹,小山尭男 ;

9, 小 山 光 男 ;

も高い部芙頁に入る｡不発芽粒未発芽粒は短 く僅少

にして批粒は皆無である｡-

(附記) 本貰飴は秋田営林署に於て賓為 した もの

である_が,発表の壇を得ず此処に硯を得て発表

すろものにして厚 く感謝するもめセ ある)

引 用 及 び 参 考 文 献

種子及苗圃 (本多造林学本論12)
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針葉樹種子寄生蜂に裁て,林菜試験軍曹第17涜 大正7年

主要林木種子水選の慣値及其の方盛,林菜試験報告第11既 同L3年

10, 小 山 光 琴 一;-けやき,性は及う,るし種子の発芽促進法 林業試験報告第18班同 8年●◆
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附 表 発 芽 試 験 成 績 一 党 表

樹 叫 副 営 林 可 探 ■取 地 名
座 可 抑 率桓 勢l-

批 l虫啓

ス ギ

田

岡

田

岡

田
岡

同

同

同

開

閉

同

何

問

同

伺

LI-司
同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

大 館

白 沢~
億 兆
米 内 沢

阿仁合(1)

同 (3)

-L' Eii

藤 琴

能 代

角 舘(1)

同 ′(2)

生 保 内

似 沢(1)

同 (.1)

同 (3)

同 (4)

鶴 岡(I)

同′(2)

同 (3)

昆 虫 川

向 町

米 沢(1)>
同 '(2)

五城目(l)

同 (2)

同 (3)

同 (4)

同 (5)

秋甲斬北秋田郡下長大村 長木沢固有林

同 央立村 央立国有林

同 七日市窃業区 国有林

同 小文事業区字 迎野沢外二観有休

同 阿仁合町大字富田字三右衛門 沢固有林

同 同 大字露字 践慮沢閲有林

同 大阿仁村大字頼子手 根小沢国有林

伺 ヌ捌長山事業区､ ,.
同 山本邦 ニノ又国有林外二

間 ' 轡付 国有林

同 仙北郡 紳代村大字岡崎翻内山 国有林 .

同 .丹 ー西明寺付大字小山田事大石沢 固有林

間 生保内事業区長内沢国有林

同 雄勝郡 院内町字矢込沢 国有林 ′l'

同 秋 ノ宮村字校内山 国有林

同 小野村 民有林

同 仙道村外-民有林

山形腰刺EIJ=郡太良軍楽区越中山1坤 林

田 月山事業区上川原国有林

同 同 松 ノ木民有林

同 放上郡 ､安栗城事業区四郡手余沢外三

岡 四小粗相大字月楯外三字杉ノ人外四民有林

同 .西鼓腸郡設桑村民有林

同 苗鑑脇郡南原村民有林

秋野願清秋日用β富津内村字中沢叉山国有林

同 上新城村字小沢国有林

同 馬場日村字馬!BIEl沢国有林

同 同

同 同 奥部

nUnU
O

8

6

8

9
{
3

1

1

C4
0

nU

6

ハU

6

0

8

4

3

2

1

1

q】

0

nU
O

♪U
6

4

4

e一
nU
O

8

3
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2

0

0

2

1
/3

4

3
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同

同
同

同

0

1

e1
3

3

cc)
qU
3

郡

郡

.辺

利

河

山

同

同

同

同

.

岩見三内柑岩見字岩見山国有林

下郷村大字淡内臼ケ沢国有林

芋川事業区今田ケ沢国有林

本荘町水林国有林

n
U
q一
1

7

･生
り0
1-U
7

3

0

9

八U

3

3

2

3

8

eD
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∩:)
5
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1

1

7

1

1

.

8

8

2

e一

6

C3
CU
9

3

3

Cq
り
一

能 代

蛸 手

府 英
酒 一田(1ブ

同 ('j)

ll-,] (3)

栂 岡 ▲

山 形

五 城 目

鶴 岡_

同

大 柑

阿 仁 合

新 任

横 手

秋田願能代市後谷地国有林

同 zT'血郡山内相字外山民有林

秋田腰北秋田郡七日市革装区魔当国有林

山形願飽海那田沢柑大字山元字奥山固有林

同 大沢村大字上背沢字白玉川国有林

岡 田沢村大字頂北中野快事沢山国有林

同 一西田川郡四馴 闇 菜区大山町城山団有林

同 文村上郡山奇相大字山寺字萱小屋町固有林

秋田願南秋田郡馬揚日村字馬易日沢国有林 ＼

山形願西田川邦字村分散外一国有林

同 同

1ヒ 海 退

秋田願北秋rlI那阿仁合町大字曽田字冷ノ沢公有林

山形願故上郡八向村字長坂国有林
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